














はじめに 

川崎病は、後遺症として一部に冠動脈障害を残し、時に心筋梗塞を生じて致命的な結果を

もたらすことがある。原因が不明の現在、心合併症の軽減に対して種々の治療法が試みら

れているが、いまだ十分な効果を得るに致っていない。今回、免疫グロブリソを投与し、

冠動脈障害を減少させることを目的として、コントロール研究を行った。 


